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はじめに

三宅秀（1848－1938）は，東京大学初代医学部
長（1881－1890）をはじめ，帝国大学医科大学長

（1886－1890），1888 年の学位令制定では日本初
の医学博士，さらには，医学者として初の貴族院
議員に勅選（1891－1938），1903 年においては東
京帝国大学最初の名誉教授となるなど医学者とし
ての最高の名誉職を擔う 1）．

そんな彼の功績は多岐にわたっており，なかで
も衛生行政，殊に学校衛生に関する法整備に至っ
てはその創始者とも言うべき人物と評され，学校
伝染病予防規程，学校清潔

（ マ マ ）

法，学
（ マ マ ）

校生徒児童身体
検査規程などは三宅の尽力によるものであるとさ
れ 2），彼の死後には斯界今日の基礎を築いた多大
なる功績により勲一等瑞宝章が授けられている 3）．

それはともかく，近代日本の医学教育の普及と
発展に尽力した三宅は，各地で行われた講習・講
演会などを通して，当時の日本人の健康および身
体教育についてその改善を指摘し説諭している．
彼は，その脈絡の中で当時の「盲人教育」におい
ても講習・講演会を行っていたことが筆者の調べ
により明らかになった．

そこで，本稿では近代日本の医学教育の基礎づ
くりに尽力した三宅による講習・講演会活動，な
かでも「盲人教育」について取り上げ，当時，医
学界の重鎮であった彼が医学者の立場から盲人教
育に対してどのような考えを示していたか，そし

て，盲人を含む障がい者についてどのようなこと
を述べていたかを明らかにすることを目的とし
た．

その手がかりは，これまでに確認することがで
きた三宅自身が用いた盲人教育に関する四つの

「自筆講演用メモ」（1907 年，1908 年，1910 年，
1912 年）の中から本稿⑴においては、1907 年お
よび 1908 年に行われた二つの講習・講演会につ
いてその全容を明らかにすることを試みた．

ここでいう「自筆講演用メモ」とは，三宅が講
習・講演会を行う際に自ら持参していた自筆のメ
モである . 彼はこのメモを持ち，読み上げていた
という．

殊に，「自筆講演用メモ」に記された三宅によ
る二つの盲人教育についての考え方についての詳
しい考察は別稿に期すこととし，本稿では三宅が
講習・講演会にあたってあらかじめ準備していた
盲人教育についての内容とはいかなるものであ
り，どのような考えを述べようとしていたかにつ
いてその全容を明らかにすることにある．

本論

1．盲人教育とのかかわり

三宅と盲人教育（鍼灸，按摩，マッサージ）と
のかかわりについて，その始まりを概観してみる
こととする．
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松井繁は自書『近代鍼灸教育の父 奥村三策の
生涯』のなかで三宅を「鍼治教育復活の立役者」
と評し，明治前期まで続いていた鍼治教育の存廃
問題にかかわった人物としてその功績を著してい
る 4）．
「存廃問題」とは，1885 年 3 月 25 日内務省達

甲第十号をもって「鍼灸術営業取締方」が施行さ
れ鍼治教育の禁止を示すものである．

厚生省医務局編『医制百年史』（資料編）によ
ると「鍼灸術営業取締方」とは以下の通りである．
「鍼灸術営業者之儀ハ従来開業之者竝ニ新規開

業セントスル者ハ自今出願セシメ其修業履歴ヲ検
シ相当ト認ムルトキハ差許不苦其取締方之儀ハ便
宜相設可申此旨相達候事　但既ニ営業差許タルモ
ノハ更ニ出願セシムルニ及ハス」5）．

この鍼治教育の危機に際し，関係者はただちに
鍼治教育の存廃問題に取り掛かった．当時，訓盲
唖院の主幹を務めていたのは帝国大学理学部教授
を兼ねていた矢田部良吉（1851-1899）6）であった．
しかし，彼の専門は植物学であったため，帝国大
学医科大学学長であった三宅に「鍼治の功害並び
にこれを盲人の手術として危険の恐れ無きや否
や」とその取り調べを依頼した 7）・8）．

依頼された三宅は同大学助教授であった片山芳
林（1853－1921）9）に意見書を起草するよう指示
をした．その後，依頼を受けた片山の起草は，
1887 年 6 月 3 日に医科大学長三宅秀の名のもと
訓盲唖院主幹矢田部良吉に報告された．この内容
は，官報（1887 年 6 月 17 日）および，1887 年 6
月 18 日の読売新聞・朝刊においても明らかにさ
れ，「鍼は有効無外で盲人にさせてもよい」とい
うものであった 10）・11）・12）．

これによって，鍼治を医学的にも盲人の職業と
することの根拠となり，漢方が衰退をたどる中で，
鍼，灸，按摩は盲学校という特殊な機関を得たこ
とになり，以後，鍼治教育の再開につながってい
くことになる 13）・14）．

以上のことから，三宅は盲学校存続という大き
な役割にかかわっていた人物の一人とみることが
でき，この一連のかかわりが三宅と盲人教育との
初期とみることができよう 15）・16）・17）．

2 ．�「盲人教育會ノ夏期講習會　神外講話」
について

三宅が用いた計 2 枚の「自筆講演用メモ」には，
その冒頭において「四十年八月■日　盲人教育會
ノ夏期講習會　神外講話」と明記されている．し
たがって，この講習会は「1907 年 8 月」におけ
る「盲人教育會ノ夏期講習會」で行われた内容で
あることが確認できる．

しかしながら，この講習会がどのような経緯に
より行われたか等については記載がなく詳細は不
明である．

以下，1907 年 8 月に行われた「盲人教育會ノ
夏期講習會」における講話の全文を明らかにする．
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3 ．�「盲人教育　盲，聾　四感生　盲，聾　
三感生」について

三宅が用いた計 4 枚の「自筆講演用メモ」には，
その冒頭において「四十一年八月十九日　盲人教
育　盲，聾　四感生　盲，聾　三感生　盲人教育
會ニテ」と明記されている．したがって，この講
演は「1908 年 8 月 19 日」に「盲人教育會」で行
われた内容であることが確認できる．

しかしながら，この講演がどのような経緯によ
り行われたか等についての記載はなく詳細は不明
である．

以下，1908 年 8 月 19 日に盲人教育會で行われ
た「盲人教育　盲，聾　四感生　盲，聾　三感生」
の全文を明らかにする．
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〇
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おわりに

本稿では，三宅が用いた「自筆講演用メモ」の
中から盲人教育に関する「盲人教育會ノ夏期講習
會　神外講話」，および「盲人教育　盲，聾　四
感生　盲，聾　三感生　盲人教育會ニテ」の二つ
の講習・講演会についての内容を明らかにした．

ここでの三宅は，盲人がこれまで行ってきた鍼
灸，按摩，マッサージについての歴史的経緯，さ
らには，医学者の立場から特殊教育としての役割
とその責任について説諭している．

個々の著聞については上掲の通りであり繰り返
さないが，なかでも，筆者が特に注目したのは盲
人を対象とした講習・講演会において，近代日本
の学校体育の教材として明治期に初めて採用・導
入され学校教育において大きな役割を果たした

「瑞典式体操」について紹介していることである．
彼は，「盲人教育會ノ夏期講習會」において，「按

摩ハ他動的ナレ𪜈、導引ハ自動的ニテ，瑞典式躰

操ニ似タリ，導引術ハ其豫防矯正ノ効蓋シ多カル
ヘシ」と述べ，さらに「盲人教育　盲，聾　四感
生　盲，聾　三感生　盲人教育會ニテ」において
も，「按摩導引并ニマッサージ」ハ西洋流ノ教育
法アルヲ以テ大ニ便ナルヘシト信ス，西洋ノ器械
運動治療ニテハ重錘又ハ発條ニテ何斤何キロ」ト
云フ壓力伸縮力ニテ反抗運動ヲ試シシムルモ，器
械ニテハ充分ニ行ハレ難シ、各病者ノ状態ニ従テ
随意ニ反抗力ヲ増減シ得ンニハ人力ニ如クナシ、
即チ按摩師ノ器械ニ優ル所ニシテ（以下省略）」
と述べている．

筆者の調べでは，三宅による以上のような瑞典
式体操についての紹介はこれまでにもなされてお
り，1884 年に出版された自著『治療通論 中巻』
では「運動療法」という一章を設け，瑞典式体操
を医学者として日本に初めて紹介している 19）. こ
れは，体育・スポーツ研究分野でこれまでいわれ
て い た 1901 年 に お け る ヒ ュ ー ス（Elizabeth 
Hughes．1851－1925）による紹介より約 17 年早

ノ
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「盲人教育會」におけるメモ（個人蔵，筆者訳）
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いものである 20）．
さらに，その後行われた大学通俗講談会（1891

年 9 月 19 日）では「運動療治 附 按摩ノ話」と
いう演題で講演し，その創始者である P.H. リン
グ（Pehr Henrik Ling.1776－1839）を紹介し瑞
典式体操の効用について述べている 21）．

三宅が紹介している瑞典式体操のいずれの内容
は，失われた身体各部の不統一の回復が図られる
運動であり，それは瑞典式体操の四つの体系の中
のまさに医療体操（Medikal gymnastik）に相当
するものであると考えられよう 22）．

このことから，三宅は盲人を対象とした講習・
講演会で盲人教育がこれからの近代日本において
いかに重要であるかについて説諭する中で，医学
者としてその効用を認め，早くから紹介していた
瑞典式体操を治療法の一つとして紹介していたこ
とは注目されよう 23）．

したがって，海外から積極的に様々な情報をい
ち早く集め、その紹介に尽力していた三宅の新し
い知見は盲人を対象とした講習・講演会の際にも
行われていたことが本稿における二つの史料から
明らかになった．

引用文献および注

1 ）三宅秀の功績については以下を参照．
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pp.1-6．

　・�東京帝国大学医学部病理学教室五十周年記念
会編（1939），東京帝国大学病理学教室五十
年史（上巻），東京帝国大学医学部病理学教
室五十周年記念会 ,pp.46-48．

　・�村上一郎（1941），蘭医佐藤泰然 その生涯と
その一族門流，房総郷土研究会，pp.206-
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5 �）厚生省医務局編（1976），医制百年史（資料編），
ぎょうせい ，pp.62-63.

6 �）矢田部良吉：東京大学理学部植物学初代教授
（1877），東京植物学会初代会長（1879），東京
盲唖学校校長（1887），東京高等女学校校長兼
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典第三巻 , 吉川弘文館 ,pp.688-689．）

7 �）前掲書 4），pp.29-30.
8 �）文部省（1981），盲聾教育八十年史，日本図

書センター，p.38．
9 �）片山芳林：東京大学医学部卒業（1881），東

京大学医学部助教授・医院当直医長兼務（1883），
医術開業試験委員委嘱・看護婦教育方兼務，鍼
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灸取調申付（1885），東京大学辞任，宮内省侍
医局勤務（1888）．（池田文書研究会編（2006），
東大医学部初代綜理池田謙斎 池田文書の研究

（上），思文閣出版，p.178．）
10）読売新聞（1887.6.18. 朝刊），p.1.
11）前掲書 4），p.30.
12�）「文部省（1981），盲聾教育八十年史，日本図

書センター，p.38．」には以下のように記載さ
れている．

　�　「その報告の趣旨は，鍼治は学理的ではない
が，一定の病にはいくらか効果がある．しかし
太い鉄針や三稜針などを使用すると害があるか
ら，金または銀線の細針を用いるべきであると
いったものであった．」

13）前掲書 4），p.30.
14�） 長 尾 栄 一（1972）， 医 学 史， 医 歯 薬 出 版，

pp.118-119．
15�）その後も三宅と盲人教育とのかかわりは続い

ている．例えば，朝日新聞（1905 年 4 月 17 日 ,
東京・朝刊，p.2）には，「全国盲人大会」なる
見出しで 18 日午前 11 時より神田青年会館にて
全国盲人大会を開く旨の記事が掲載され，三宅
は応援演説者になっている．

16�）盲唖学校の史的研究については以下を参照．
　・�平田勝政（1989），大正デモクラシーと盲聾

教育－「盲学校及聾唖学校令」の成立過程の
分析を通して－，長崎大学教育学部教育科学
研究報告，37，pp.21-44．

　・�加藤康昭（1994），日本の障害児教育成立史
に関する研究－成立期の盲・聾唖者問題をめ
ぐる教育と政策，茨城大学教育学部紀要（教
育科学），43，pp.125-142．

　・�菅達也（2017），明治・大正期における盲唖
学校の支援組織に関する歴史的研究，長崎純
心大学・博士論文，pp.1-203.

17）�・�菅達也氏の研究によれば，長崎鍼灸学校で使
用された 1892 年当時の教科書について以下
のように著されている。ここでは三宅に関す
る部分のみ引用する．「病理学の教科書とし
ては，三宅秀（1848 ～ 1938）の『病理総論』
を使用した。著者の三宅は東京大学で最初の
医学博士であった。（中略）以上のように，

教科書は当時一流の書籍が選ばれていた．」
（菅達也（2017），明治・大正期における盲唖
学校の支援組織に関する歴史的研究，長崎純
心大学・博士論文，p.30.）

　・�1912 年 8 月 13 日には盲唖其他特殊児童教育
取調委員嘱託（文部省）．

18�）日付については，九日が正しく八日は記憶違
いと思われる．東京朝日新聞（1908 年 8 月 9 日，
第 7890 号，p.6.）にて筆者確認．

19�）三宅秀（1884），治療通論 中巻，好文堂，
pp.318－321.

20�）頼住一昭（1997），三宅秀の紹介によるリン
グの体操について，平成 9 年度東海体育学会第
45 回大会抄録集，ｐ .9.

21�）三宅秀（1891），運動療治 附 按摩ノ話，東
洋学芸雑誌，121，pp.495-509.

22�）P.H. リングが創始したスウェーデン体操は，
教 育 体 操（Pedagogisk gymnastik）， 軍 隊

（Militäry gymnastik）， 医 療 芸 術（Medical 
gymnastik），芸術体操（Estetisk gymnastik）
の 四 つ に 区 分 さ れ る．（1946，NORDISK 
FAMILJEBOKS SPORTLEXIKON（ Ⅵ ）, 
KLARA CIVILTRYCKERI AB,p.751．）

23�）心身障がい者体育史については以下のような
先行研究があり，日本における瑞典式体操につ
いても考察されている．しかしながら，明治期
に三宅秀が紹介した瑞典式体操についての記載
は見当たらない．

　・�北野与一（1996），日本心身障害者体育史，
不昧堂．

　・�北野与一（1986），日本における心身障害者
体育の史的研究（第 13 報）－矯正（医療）
体操の発展過程について－，北陸体育学会紀
要，23，pp.7-17
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